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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＯＬＥＤ表示パネルの出射光における所定の波
長の青色光のエネルギーの割合に対して調整を行い、高
エネルギー短波長の青色光が人の目を傷つけることを回
避することができる青色光スペクトルの調整方法を提供
する。
【解決手段】基板１０を提供する工程と、前記基板に陽
極層１２とＯＬＥＤ層と陰極層１１とを順に設け、陽極
層１２と陰極層１１との間にはキャビティ長を有する共
振キャビティ１３が形成される工程と、青色光スペクト
ルにおける波長が４３５ｎｍ以下の青色光のエネルギー
の割合が５０％以下になるように、前記共振キャビティ
１３のキャビティ長を調整する工程と、を備えるＯＬＥ
Ｄ表示パネルに用いられる青色光スペクトルの調整方法
。共振キャビティのキャビティ長を適宜に調整する時に
、青色光のピークに赤方偏移を生じさせることができる
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板を提供する工程と、
　前記基板に陽極層とOLED層と陰極層とを順に設け、前記陽極層と陰極層の間にはキャビ
ティ長を有する共振キャビティが形成される工程と、
　を備えるOLED表示パネルに用いられる青色光スペクトルの調整方法であって、
　前記方法は、
　青色光スペクトルにおける波長が435nm以下の青色光のエネルギーの割合が50%以下にな
るように、前記共振キャビティのキャビティ長を調整する工程をさらに備えることを特徴
とするOLED表示パネルに用いられる青色光スペクトルの調整方法。
【請求項２】
　前記青色光スペクトルにおける波長が435nm以下の青色光のエネルギーの割合は6.9%で
あることを特徴とする請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記青色光スペクトルにおける波長が435nm以下の青色光のエネルギーの割合は12.3%で
あることを特徴とする請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記青色光スペクトルにおける波長が435nm以下の青色光のエネルギーの割合は0%であ
ることを特徴とする請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記OLED層の材料は青色光材料であり、前記共振キャビティのキャビティ長を調整する
ことにより、前記青色光材料の発射ピークを450nm以上にすることを特徴とする請求項1に
記載の方法。
【請求項６】
　前記発射ピークは472nmであり、前記共振キャビティのキャビティ長は160nmであること
を特徴とする請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記発射ピークは461nmであり、前記共振キャビティのキャビティ長は180nmであること
を特徴とする請求項5に記載の方法。
【請求項８】
　前記発射ピークは507nmであり、前記共振キャビティのキャビティ長は215nmであること
を特徴とする請求項5に記載の方法。
【請求項９】
　前記発射ピークは480nmであり、前記共振キャビティのキャビティ長は300nmであること
を特徴とする請求項5に記載の方法。
【請求項１０】
　前記陽極層の材料は全反射材料であり、前記陰極層の材料は半透過半反射材料であるこ
とを特徴とする請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　基板と、OLED層と、基板に設けられる陰極層と陽極層とを備え、かつ前記陰極層と陽極
層の間にはキャビティ長を有する共振キャビティが設けられているOLED表示パネルであっ
て、前記共振キャビティのキャビティ長は160nm～300nmであり、スペクトルにおける波長
が435nm以下の部分のエネルギーの割合は50%以下であることを特徴とするOLED表示パネル
。
【請求項１２】
　前記エネルギーの割合は6.9%であることを特徴とする請求項11に記載のOLED表示パネル
。
【請求項１３】
　前記エネルギーの割合は12.3%であることを特徴とする請求項11に記載のOLED表示パネ
ル。
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【請求項１４】
　前記エネルギーの割合は0%であることを特徴とする請求項11に記載のOLED表示パネル。
【請求項１５】
　前記OLED層の材料は青色光材料であり、前記共振キャビティのキャビティ長を調整する
ことにより、前記青色光材料の発射ピークを450nm以上にすることを特徴とする請求項11
に記載のOLED表示パネル。
【請求項１６】
　前記発射ピークは472nmであり、前記共振キャビティのキャビティ長は160nmであること
を特徴とする請求項15に記載のOLED表示パネル。
【請求項１７】
　前記発射ピークは461nmであり、前記共振キャビティのキャビティ長は180nmであること
を特徴とする請求項15に記載のOLED表示パネル。
【請求項１８】
　前記発射ピークは507nmであり、前記共振キャビティのキャビティ長は215nmであること
を特徴とする請求項15に記載のOLED表示パネル。
【請求項１９】
　前記発射ピークは480nmであり、前記共振キャビティのキャビティ長は300nmであること
を特徴とする請求項15に記載のOLED表示パネル。
【請求項２０】
　前記陽極層の材料は全反射材料であり、前記陰極層の材料は半透過半反射材料であるこ
とを特徴とする請求項11に記載のOLED表示パネル。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はOLED表示パネル、特に、青色光濾過除去効果を有する表示パネル及びそのスペ
クトルの調整方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子製品が日増しに普及しているにつれて、長期的に電子製品を使用することが健康を
損なうか否かについての論争は止んでいない。論争と検討の焦点は主に電子製品における
表示パネルの放射問題に集まる。
【０００３】
　現在、LCDとOLED技術は日増しに完全になり、次第に従来のCRTディスプレイの代わりに
なってきた。LCDとOLEDが放出する放射線は、CRTディスプレイと比べて比較的に少ない。
しかし、LCDとOLEDパネルからの放射線が人の目に傷つける問題はまだうまく解決されて
いない。
【０００４】
　可視光も電磁波の一種であり、電磁波は電磁放射線である。したがって、広義で言えば
、可視光は一種の電磁放射線である。しかし、通常、可視光が人体に加える危害は小さい
と考えられる。可視光とは、電磁波スペクトルにおいて波長が約390～760nmの範囲内で、
且つ肉眼で見える電磁放射線を指す。各種の可視光のうち、青色光の波長は400～500nmに
あり、科学研究により、網膜細胞には、英語名がA2Eである異常なレチナールが含まれる
ことが証明された。A2Eは二つの吸収ピークを有し、一つは紫外領域における335NMにあり
、もう一つは青色光領域における435NMにある。光の照射のない暗い条件において、A2Eは
網膜色素上皮に対して毒性を有する。光の照射がある条件において、その毒性は大幅に増
加する。現在主流になったLCDとOLEDの光源に異常な高エネルギー短波長の青色光が含ま
れる。現在の理解で言えば、高エネルギー短波長の青色光とは、A2E吸収ピークにある波
長が435NM～440NMである高強度で高輝度な青色光である。
【０００５】
　高エネルギー短波長の青色光の網膜への傷害作用について、まず、その吸収ピークのう
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ちの一つは青色光スペクトルにあるため、A2Eが当該高エネルギー短波長の青色光を吸収
してラジカルイオンを放出させることができる。次に、これらのラジカルイオンはA2Eの
網膜色素上皮への傷害作用を増大し、網膜色素上皮の萎縮を引き起こし、更に光感受性細
胞の死亡を引き起こす。光感受性細胞は入射光を受けて光信号を電気信号に変換する機能
を発揮し、後者は視神経を経由して大脳に伝達された後に結像する。光感受性細胞の死亡
により、視力は次第に低下し、ひいては完全に喪失してしまう。
　したがって、従来の表示パネル技術は確かに更に改善する必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする技術問題は、高エネルギー短波長の青色光を生じて人の目に
傷つけることを回避ための新規な表示パネルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記技術問題を解決するために、本発明は、基板を提供する工程と、前記基板に陽極層
とOLED層と陰極層とを順に設け、前記陽極層と陰極層との間にはキャビティ長を有する共
振キャビティが形成される工程と、青色光スペクトルにおける波長が435nm以下の青色光
のエネルギーの割合が50%以下になるように、前記共振キャビティのキャビティ長を調整
する工程とを備えるOLED表示パネルに用いられる青色光スペクトルの調整方法を開示して
いる。
【０００８】
　共振キャビティのキャビティ長を適宜に調整する時に、青色光のピークに赤方偏移を生
じさせることができ、本発明はこの原理を利用して、出射光における所定の波長の青色光
のエネルギーの割合に対して調整を行い、高エネルギー短波長の青色光が人の目に傷つけ
ることを回避する。
【０００９】
　本発明の更なる改善は、前記エネルギーの割合が6.9%であることにある。
【００１０】
　本発明の更なる改善は、前記エネルギーの割合が12.3%であることにある。
【００１１】
　本発明の更なる改善は、前記エネルギーの割合が0%であることにある。
【００１２】
　本発明の更なる改善は、前記OLED層の材料が青色光材料であり、前記共振キャビティの
キャビティ長を調整することにより、前記青色光材料の発射ピークを450nm以上にするこ
とにある。
【００１３】
　本発明の更なる改善は、前記発射ピークが472nmであり、前記共振キャビティのキャビ
ティ長が160nmであることにある。
【００１４】
　本発明の更なる改善は、前記発射ピークが461nmであり、前記共振キャビティのキャビ
ティ長が180nmであることにある。
【００１５】
　本発明の更なる改善は、前記発射ピークが507nmであり、前記共振キャビティのキャビ
ティ長が215nmであることにある。
【００１６】
　本発明の更なる改善は、前記発射ピークが480nmであり、前記共振キャビティのキャビ
ティ長が300nmであることにある。
【００１７】
　本発明の更なる改善は、前記陽極層の材料が全反射材料であり、前記陰極層の材料が半
透過半反射材料であることにある。
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【００１８】
　本発明は、基板と、OLED層と、基板に設けられる陰極層と陽極層とを備え、かつ前記陰
極層と陽極層の間にはキャビティ長を有する共振キャビティが設けられているOLED表示パ
ネルであって、前記共振キャビティのキャビティ長は160nm～300nmであり、スペクトルに
おける波長が435nm以下の部分のエネルギーの割合は50%以下であるOLED表示パネルをさら
に開示している。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図1はOLED表示パネルの構造原理模式図である。
【図２】図2は本発明に係る第一の好ましい実施例において、共振キャビティのキャビテ
ィ長が変わることと、青色光のピークが赤方偏移することとの関係の模式図である。
【図３】図3は本発明に係る第二の好ましい実施例において、共振キャビティのキャビテ
ィ長が変わることと、青色光のピークが赤方偏移することとの関係の模式図である。
【図４】図4は本発明に係る第三の好ましい実施例において、共振キャビティのキャビテ
ィ長が変わることと、青色光のピークが赤方偏移することとの関係の模式図である。
【図５】図5は本発明に係る第四の好ましい実施例において、共振キャビティのキャビテ
ィ長が変わることと、青色光のピークが赤方偏移することとの関係の模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の構造及び動作原理を明らかに説明するために、以下、添付図面と好ましい具体
的実施例を参照して本発明について更に説明する。
【００２１】
　まず、図1を参照して、OLED表示パネル1は、基板10と、基板10に設けられる陰極層11と
陽極層12とを備え、かつ前記陰極層11と陽極層12の間には共振キャビティ13が形成されて
いる。当該共振キャビティ13は主に正孔注入層、正孔輸送層、発光層、電子輸送層等を備
え、当該陽極層12の材料は全反射材料であり、陰極層11の材料は半透過半反射材料であり
、光波がその中で繰り返して反射されることにより、エネルギーフィードバックを提供す
る。
【００２２】
　本発明の方法は、当該共振キャビティ13のキャビティ長を調節することにより、パネル
からの出射光における所定の波長域の青色光のエネルギーの割合を調節することである。
【００２３】
　図2に示すように、本発明に係る第一の好ましい実施例において、曲線20は初期ピーク
が400nmである青色光材料表し、曲線20に示すように、435nm以下の青色光のエネルギーの
割合は72.6%である。本実施例において、共振キャビティ13のキャビティ長を160nmに調整
して設定する。その結果、青色光がキャビティ長が160nmに調整された共振キャビティ13
を通過した後、青色光スペクトルはマイクロキャビティ効果により472nmに赤方偏移して
、曲線21に示すように、この時、OLED表示パネルの出射光における435nm以下の青色光の
エネルギーの割合は6.9%に下がった。
【００２４】
　図3に示すように、本発明に係る第二の好ましい実施例において、曲線30は初期ピーク
が406nmである青色光材料を表し、曲線30に示すように、435nm以下の青色光のエネルギー
の割合は66.7%である。本実施例において、共振キャビティ13のキャビティ長を180nmに調
整して設定する。その結果、青色光がキャビティ長が180nmに調整された共振キャビティ1
3を通過した後、青色光スペクトルはマイクロキャビティ効果により461nmに赤方偏移して
、曲線31に示すように、この時、OLED表示パネルの出射光における435nm以下の青色光の
エネルギーの割合は12.3%に下がった。
【００２５】
　図4に示すように、本発明に係る第三の好ましい実施例において、曲線40は初期ピーク
が443nmである青色光材料を表し、曲線40に示すように、435nm以下の青色光のエネルギー
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の割合は14.8%である。本実施例において、共振キャビティ13のキャビティ長を215nmに調
整して設定する。その結果、青色光がキャビティ長が215nmに調整された共振キャビティ1
3を通過した後、青色光スペクトルはマイクロキャビティ効果により507nmに赤方偏移して
、曲線41に示すように、この時、OLED表示パネルの出射光における435nm以下の青色光の
エネルギーの割合は0%に下がった。
【００２６】
　図5に示すように、本発明に係る第四の好ましい実施例において、曲線50は初期ピーク
が450nmである青色光材料を表し、曲線50に示すように、435nm以下の青色光のエネルギー
の割合は6.5%である。本実施例において、共振キャビティ13のキャビティ長を300nmに調
整して設定する。その結果、青色光がキャビティ長が300nmに調整された共振キャビティ1
3を通過した後、青色光スペクトルはマイクロキャビティ効果により480nmに赤方偏移して
、曲線51に示すように、この時、OLED表示パネルの出射光における435nm以下の青色光の
エネルギーの割合は0%に下がった。
【００２７】
　以上、添付図面と実施例を組み合わせて本発明について詳細に説明したが、普通の当業
者は前記した説明によって本発明に対して様々な変化を行うことができる。したがって、
実施例における何らかの細部は本発明を限定するものではなく、本発明は添付される特許
請求の範囲によって限定される範囲を本発明の保護範囲とする。
【符号の説明】
【００２８】
１：　　　表示パネル
１０　　　基板
１１　　　陰極層
１２　　　陽極層
１３　　　共振キャビティ
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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摘要(译)

要解决的问题：调节OLED显示面板的发射光中预定波长的蓝光的能量
比，并防止高能量和短波长的蓝光损害人眼。 提供一种调整方法。 
SOLUTION：在基板上依次提供基板10，阳极层12，OLED层和阴极层
11的步骤，并在阳极层12和阴极层11之间提供具有腔长的谐振腔13。 用
于OLED显示面板，该OLED显示面板包括形成步骤和调节谐振腔13的腔
长度的步骤，以使得在蓝色光谱中波长为435nm或更小的蓝光的能量比
为50％或更小。 调整蓝光谱的方法。 如果适当调整谐振腔的腔长，则在
蓝光的峰值处会产生红移。 [选型图]图1
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